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有
権
者
の
方
は
洩
れ
な
く
申
告
し
ま
し
ょ
う
 

基
本
選
挙
人
名
（
一
云
は
、
毎
年
九
一
か
え
ら
れ
ま
す
。
今
年
も
新
し
 

月
十
五
日
現
在
で
新
し
く
作
り
ー
く
名
笑
を
作
製
す
る
時
期
が
や
 

っ
て
参
り
ま
し
た
。
有
権
者
の
 

方
は
洩
れ
な
く
申
告
し
て
下
さ
 

い
。
皆
さ
ん
の
申
告
に
基
い
て
 

作
製
さ
れ
る
今
度
の
基
本
選
挙
 

人
名
筈
は
、
事
実
上
来
年
の
地
 

方
選
挙
に
使
用
さ
れ
ま
す
の
 

で
、
期
限
お
く
れ
や
度
忘
れ
の
 

な
い
よ
う
こ
ぞ
っ
て
申
告
し
て
 

下
さ
い
。
 

（
尚
申
告
の
な
い
方
 

や
申
請
書
に
記
載
洩
れ
の
方
は
 

基
本
選
挙
人
名
筈
に
登
載
さ
れ
 

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
 

1
、
申
請
書
に
記
載
で
き
る
方
 

は
次
の
通
り
で
す
。
 

④
昭
和
三
十
三
年
六
月
十
五
日
 

ま
で
に
方
城
町
に
在
住
し
、
引
 

続
き
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
。
 

＠
昭
和
」
干
系
牛
十
二
月
二
十
 

日
で
満
二
十
才
以
上
の
方
（
昭
 

和
十
「
犀
十
二
月
二
十
日
以
前
 

に
生
れ
た
方
）
 

※
 
①
申
請
書
は
十
月
十
日
ま
 

で
に
所
属
の
駐
在
員
に
提
出
し
 

て
下
さ
い
 
（
お
そ
く
な
っ
て
も
 

必
ず
出
し
て
下
さ
い
）
 

＠
前
年
度
の
名
筈
登
載
時
と
住
 

所
の
変
っ
て
い
る
方
は
、
前
住
 

所
を
申
請
書
の
備
考
欄
に
記
入
 

し
て
下
さ
い
。
 

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
 

育
て
ま
し
ょ
う
 

乳
幼
児
の
健
康
相
談
を
左
記
の
 

通
り
実
施
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

可
愛
い
御
子
様
の
た
め
是
非
御
 

利
用
下
さ
い
。
 

一
、
期
 

日
 
毎
月
第
二
、
第
 

四
火
曜
日
 

10
 

月
7

・ 21
 

日、 

11 

月
4

・ 

18
 

日
 

二
、
場
所
 
方
城
町
立
診
療
所
 

三
、
該
当
者
 
生
後
一
年
六
ケ
 

月
ま
で
の
乳
幼
児
 

四
、
受
付
時
間
午
後
一
時
か
ら
 

診療所 

二
時
ま
で
 

五
、
相
談
の
内
容
 

1
、
正
し
い
発
育
を
し
て
い
 

る
か
ど
う
か
。
 

2
、
悪
い
病
気
が
か
く
れ
て
 

い
な
い
か
。
 

3
、
お
乳
の
飲
ま
せ
方
 

4
、
離
乳
の
正
し
い
方
法
 

5
、
そ
の
他
 

六
、
相
談
料
 
当
分
の
間
は
無
 

料
、
心
ず
母
子
手
帳
を
持
参
 

下
さ
い
。
 

町
民
皆
様
の
御
協
力
で
 

立
派
な
道
路
に
な
り
ま
し
た
 

‘
九
月
二
十
四
日
各
連
絡
会
長
さ
一
路
愛
護
作
業
実
施
協
議
会
で
町
 

ん
の
御
出
席
を
願
い
、
秋
季
道
一
内
一
斉
実
施
日
を
十
月
二
日
に
 

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

前
回
ま
で
は
日
曜
日
 

を
利
用
し
て
実
施
し
 

て
き
ま
し
た
が
、
今
 

回
は
学
校
運
動
会
等
 

の
関
係
上
日
曜
日
利
 

用
が
で
き
な
か
っ
た
 

但
し
、
二
十
八
日
は
 

各
炭
坑
の
協
力
に
よ
 

り
、
ト
ラ
ッ
ク
を
提
 

供
し
て
戴
き
、
材
料
 

運
搬
に
全
力
を
出
し
 

て
戴
い
た
。
 
二
日
は
 

秋
晴
れ
の
好
天
気
に
 

恵
ま
れ
、
作
業
も
一
 

段
と
活
気
を
帯
び
た
 

健
康
保
険
医
療
費
の
 

改
正
に
つ
い
て
 

み
な
さ
ん
既
に
新
聞
や
ラ
ジ
オ
 

等
を
通
し
て
の
厚
生
省
発
表
で
 

御
承
知
の
事
と
存
じ
ま
す
が
、
 

十
月
一
日
か
ら
健
康
保
険
医
療
 

費
が
変
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

当
診
療
所
は
、
只
今
病
院
に
改
 

革
準
備
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、
 

医
療
新
点
数
表
の
乙
表
を
実
施
 

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

ど
ち
ら
を
取
り
ま
し
て
も
単
価
 

は
下
り
ま
す
が
、
点
数
が
増
し
 

ま
す
の
で
、
医
療
費
が
少
し
上
 

り
ま
し
た
。
例
え
ば
 

初
診
料
の
四
六
円
が
五
〇
円
 

投
薬
料
の
二
五
円
が
二
九
円
 

注
射
料
の
六
六
円
が
七
七
円
 

と
い
う
こ
と
に
変
っ
て
参
り
ま
 

し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
 

午
前
九
時
役
場
督
励
員
は
各
受
 

持
担
当
区
へ
出
発
し
た
。
第
一
1
1
 

部
委
員
さ
ん
全
員
督
励
本
部
に
 

加
わ
り
、
町
内
を
巡
回
、
督
励
 

に
出
発
。
皆
さ
ん
の
熱
心
な
作
 

業
振
り
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
 

た
。
今
回
は
各
地
区
共
非
常
に
 

熱
心
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
 

優
秀
な
成
績
を
納
め
る
事
が
で
 

き
ま
し
た
。
こ
、
に
厚
く
御
礼
 

を
申
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
共
 

よ
ろ
し
く
御
願
い
申
上
げ
ま
す
 

施
 
去
る
九
月
二
十
五
日
 

こ
 
実
 
の
町
議
会
に
お
き
ま
 

和
＼
し
て
町
議
会
議
員
の
 

24 

弾
定
数
条
例
が
改
正
き
 

数

般

 れ
、
現
行
の
二
十
六
 

（
疋
地
名
が
二
十
四
名
に
削
 

知
知
減
さ
れ
ま
し
た
o

従
 

畷

来

 っ
て
来
年
の
四
月
に
 

E
 

執
行
キ
予
定
さ
れ
て
 

い
る
町
会
議
員
の
選
挙
は
改
正
 

に
よ
る
二
十
四
名
の
定
数
で
行
 

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

（
総
務
課
）
 

防
犯
論
文
募
集
 

課
 
題
 

「
明
か
る
い
暮
 

ら
し
を
つ
く
る
た
め
の
防
犯
 

活
動
の
あ
り
方
」
 

資
 
格
 
福
岡
県
内
に
居
 

住
す
る
者
に
限
る
。
 

用
 
紙
 
原
稿
用
紙
（
四
 

百
字
詰
）
五
枚
以
内
 

送
り
先
 
田
川
市
西
区
平
 

松
 
田
川
警
察
署
防
犯
係
 

締
切
り
 
十
一
月
五
日
 

「
く
‘
．
く
？
 

注
 
意
 
応
募
作
品
に
は
 

必
ず
住
所
、
転
場
、
氏
名
、
 

年
令
を
明
記
す
る
こ
と
。
 

賞
 
金
 

入
選
一
席
 

名
 
二
万
円
 

）
一
誘
 

嘉
か
船
 

佳
作
 

若
干
名
 
記
念
品
 

※
原
稿
作
成
上
参
考
資
料
を
 

必
要
と
さ
れ
る
方
は
田
川
警
 

察
署
防
犯
係
で
提
供
し
ま
す
 

福
岡
県
防
犯
協
会
連
合
会
 

田
 
川
 
警
 
察
 
署
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皆
様
の
御
協
力
を
 

お
ね
が
い
し
ま
す
 

皆
様
共
同
募
金
の
季
節
と
な
 

り
ま
し
た
。
常
に
皆
様
の
御
協
 

力
に
よ
っ
て
、
町
と
し
て
は
毎
 

年
優
秀
な
成
績
を
牧
め
て
、
民
 

間
福
祉
施
設
の
整
備
に
つ
く
し
 

て
い
ま
す
（
気
の
毒
な
人
々
が
 

蔭
で
多
く
救
わ
れ
て
い
ま
す
）
 

（
身
寄
り
の
な
い
老
人
が
養
老
 

院
で
楽
し
い
余
生
を
送
っ
て
い
 

I 

I 

I 

I, 
! 一一
 

一
一
 

一
一
 

共 同 募 金 

ま
す
）
 

（
養
護
施
設
で
は
多
く
 

の
孤
児
が
感
謝
の
毎
日
を
過
し
 

て
い
ま
す
）
既
に
立
派
な
社
ハ
云
 

人
と
な
っ
て
功
い
て
い
る
人
も
 

お
り
ま
す
。
皆
様
が
挙
金
し
た
 

共
同
募
金
は
こ
れ
等
の
施
設
に
 

配
分
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
全
国
一
 

斉
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
行
 

九
州
大
学
が
む
か
し
帝
国
 
き
財
布
を
に
ぎ
っ
て
み
て
心
 

大
学
と
イ
カ
メ
シ
ク
呼
ば
れ
 
配
す
る
。
そ
の
次
の
呉
先
生
 

て
い
た
こ
ろ
、
内
科
の
教
授
 
は
ク
ク
レ
ナ
イ
カ
カ
と
な
る
 

に
金
マ
主
＋
」
生
と
い
う
方
が
い
 

の
で
、
も
の
ほ
し
そ
う
な
感
 

た。 

じ
が
す
る
。
私
が
教
授
に
な
 

今
で
も
そ
う
だ
が
、
教
授
 
る
と
ガ
タ
カ
イ
ナ
イ
カ
ク
に
 

の
姓
を
つ
け
て
、
た
と
え
ば
 
な
る
の
で
、
教
授
に
な
る
の
 

赤
岩
外
科
と
か
後
藤
外
科
と
 
を
止
め
た
 

と
や
っ
た
の
 

い
う
呼
び
か
た
が
あ
る
。
 

こ
の
よ
び
名
は
、
廊
下
ト
 

ン
ビ
 
（
白
衣
を
き
て
廊
下
を
 

ウ
ロ
ウ
ロ
す
る
と
患
者
の
付
 

添
い
な
ど
が
お
じ
ぎ
を
し
て
 

く
れ
る
の
が
嬉
し
い
時
代
）
 

の
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
す
 

ば
ら
し
い
魅
力
を
感
じ
た
も
 

の
で
あ
る
。
 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
私
の
 

先
輩
に
高
井
さ
ん
と
い
う
人
 

が
い
て
自
己
紹
介
の
と
き
に
 

ー
金
子
先
生
は
金
子
内
 

科
（
カ
ネ
コ
ナ
イ
カ
）
 
で
ち
 

よ
っ
と
患
者
が
門
を
入
る
と
 

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

福
岡
県
の
募
金
目
標
額
は
 

五
五
、
〇
〇
〇
、
 
〇
〇
〇
円
 

田
川
郡
の
募
金
目
標
額
は
 

一
、
八
五
七
、
〇
〇
〇
円
 

我
が
町
で
は
昨
年
通
り
各
世
帯
 

当
六
十
五
円
の
募
金
目
標
額
で
 

各
駐
春
貝
を
通
じ
御
願
い
し
て
 

い
ま
す
。
 

真
に
御
多
用
中
恐
縮
で
あ
り
 

ま
す
が
、
国
民
た
す
け
あ
い
の
 

実
を
挙
げ
る
た
め
今
年
も
優
秀
 

な
成
果
を
牧
め
ま
す
よ
う
、
格
 

段
の
御
配
慮
と
御
支
援
の
程
を
 

前
で
は
ち
よ
っ
と
困
る
ん
で
 

ね
、
農
学
部
に
し
た
よ
。
と
 

い
ま
は
木
材
の
研
究
を
し
て
 

い
る
。
 

さ
て
こ
う
な
る
と
、
田
中
 

と
か
山
田
と
い
う
姓
の
ひ
と
 

は
幸
い
な
る
か
な
で
、
奇
妙
 

な
名
前
の
人
は
医
者
に
な
れ
 

聴
診
器
の
中
か
ら
（
3
) 

医
者
の
ナ
マ
エ
 

園

田

真

人

 

で
、
一
同
ゲ
ラ
ゲ
ラ
と
大
笑
 

い
し
て
、
い
っ
ぺ
ん
に
彼
の
 

名
前
を
お
ぼ
え
て
し
ま
っ
た
 

の
で
あ
る
。
 

私
の
友
人
に
、
戴
井
君
と
 

い
う
バ
イ
オ
リ
ン
の
名
手
が
 

あ
る
が
、
俺
も
医
者
に
な
り
 

た
い
と
思
っ
た
が
、
俺
の
名
 

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

イ
タ
ィ
外
科
と
い
う
の
も
 

困
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

し
か
し
ま
あ
、
ヤ
ブ
イ
先
 

生
と
い
っ
て
も
全
く
患
者
が
 

な
い
と
い
う
こ
と
も
な
か
ろ
 

・今。 
そ
の
点
外
国
の
医
者
に
は
 

皆
様
に
御
懇
願
申
上
げ
ま
す
。
 

厚
生
課
社
会
係
 

詩、短歌、俳旬、その他どんな記事 

でも結構です。お寄せ下さい。 

公民館 編集係まで 

ず
い
ぶ
ん
ひ
ど
い
の
が
あ
る
 

ほ
ん
や
く
し
て
み
る
と
、
 

ド
ク
タ
ー
（
医
者
）
と
い
う
 

名
の
医
者
が
い
た
り
。
屠
殺
 

先
生
と
か
墓
場
先
生
と
か
い
 

う
の
が
十
六
人
も
い
る
よ
う
 

で
あ
る
。
 

日
本
で
は
、
ま
こ
と
に
カ
 

ン
オ
ケ
先
生
と
か
地
獄
先
生
 

と
か
い
う
名
前
で
は
、
恐
れ
 

を
な
し
て
患
者
な
ん
か
一
人
 

も
こ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
 

薮
井
君
も
高
井
先
輩
も
、
 

も
っ
て
安
ん
ず
べ
き
で
あ
ろ
 

・つ。 私
自
身
も
、
あ
ま
り
好
き
 

な
姓
で
は
な
い
が
、
そ
の
点
 

あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
 

の
で
あ
る
。
 

〔
診
療
所
長
・
医
学
博
士
）
 

九
月
十
九
日
午
前
九
時
役
場
前
広
場
で
行
 

わ
れ
た
、
農
家
の
原
動
力
・
牛
君
。
出
る
 

は
出
る
、
例
年
の
倍
の
頭
数
と
な
る
。
午
 

後
は
入
賞
牛
の
受
賞
式
、
農
林
事
務
所
長
 

始
め
町
内
来
賓
を
多
数
迎
え
、
町
長
さ
ん
 

よ
り
も
の
い
わ
ぬ
百
姓
の
大
黒
柱
を
愛
育
 

し
て
下
さ
い
と
、
賞
品
が
渡
さ
れ
た
。
 

①
出
品
頭
数
 

三
十
七
頭
 

図

書

寄

贈

の

平

岡

氏

 

惜

し

ま

れ

つ

つ

長

崎

へ

 

伊
方
八
幡
町
御
在
住
の
平
岡
滝
 

三
氏
は
人
も
知
る
徳
望
家
で
お
 

り
、
ま
た
戦
前
は
区
長
と
し
町
 

行
政
の
一
翼
を
荷
い
、
当
町
発
 

展
の
た
め
尽
庫
せ
ら
れ
て
居
ま
 

し
た
が
、
こ
の
た
び
御
子
息
坦
 

②
参
考
牛
 

合
計
 

③
入
賞
者
 

牝
の
部
 

一
等
賞
 

頭頭・ 

仲
村
生
雄
（
新
門
）
 

田
中
増
治
（
春
田
）
 

一
一
等
賞
 

香
月
伴
七
（
宝
珠
）
 

松
島
友
吉
（
新
門
）
 

池
永
竹
松
（
後
谷
）
 

l皿川川川川川川廿川「川聞川冊「冊削・ 

三
等
賞
 
楠
 
貞
治
（
上
弁
城
）
 

ク 

永
野
春
敏
（
野
地
）
 

ク 

石
谷
彦
蔵
（
野
添
）
 

ク 

武
末
千
里
（
宝
珠
）
 

ク 

尾
崎
敬
造
（
久
六
）
 

奄
牛
の
部
 

一
等
賞
 
渡
辺
春
吉
（
久
六
）
 

二
等
賞
 
高
津
清
治
（
見
六
）
 

ク 

葛
原
藤
夫
（
浄
万
寺
）
 

三
等
賞
 
原
田
ョ
ネ
（
春
田
）
 

」
辱
賞
 
村
田
芳
雄
（
東
古
門
）
 

白
石
シ
ゲ
子
（
宝
珠
）
 

乳
牛
の
部
 

一
等
賞
 

石
橋
勝
己
（
長
浦
）
 

ニ
等
賞
 
石
橋
勝
憲
（
長
浦
）
 

写
真
は
品
評
会
風
景
 

氏
の
勤
務
地
長
崎
市
へ
御
転
居
 

安
ら
か
な
老
後
を
楽
し
ま
れ
る
 

由
、
惜
別
の
情
禁
じ
難
い
も
の
 

が
あ
り
ま
す
。
 

坦
氏
の
御
意
志
に
依
り
郷
土
の
 

た
め
稗
益
す
る
な
ら
ば
と
、
御
 

秘
蔵
図
書
百
余
冊
に
添
え
書
架
 

一
悼
の
御
寄
贈
の
申
し
出
が
あ
 

り
ま
し
た
の
で
、
喜
ん
で
町
立
 

モー、モーの品評会 
・川川川皿川~皿Il川I開H皿川聞町且 

 ニニ ＝ニニ ニ＝ニ ＝＝ニ ニ＝ ニ＝= 

図
書
館
で
御
引
受
し
、
管
理
保
 

存
一
般
町
民
の
方
々
の
利
用
に
 

供
し
、
永
く
寄
贈
者
の
御
好
意
 

に
酬
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

平
岡
氏
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
 

ま
す
と
共
に
、
将
来
の
御
多
幸
 

を
祈
り
ま
す
。
 

方
城
町
 

図
書
館
長
 

荒
木
 
良
和
 


